


情報基盤研究開発センター
先端計算科学研究部門

今回は、九州大学情報基盤研究開発センターでスーパーコンピュータ「玄界」の運営にも携わる美添一樹教授に

スーパーコンピュータを活用したご自身の研究とスーパーコンピュータへの今後の期待について伺いました。

美添  一樹 教授
富士通研究所や理化学研究所などで勤務し
たのち、2021年10月から九州大学情報基盤研
究開発センター先端計算科学研究部門教授。
複雑なアルゴリズムの大規模並列化の研究
に取り組むかたわら、スーパーコンピュータ
の運営にも携わる。

  今後、スーパーコンピュータの対応範囲は

  どこまで広がっていくと思われますか

正直、予測がつきません。そもそも、コンピュータが何か演算
するにはまず数値に落とし込むことが必要です。例えば、電
車の乗り換えで景色のいい路線を提案したいとき、これまで
のコンピュータでは判断できませんでした。景色の良さ、を数
値化できなかったためです。それが、最近は機械学習の進歩
によって画像に点数をつけられるようになりました。これは画
像だけの話ではありません。文章や音声などの機械学習も
進められていて、スーパーコンピュータの対応範囲は爆発的
に広がってきています。この瞬間にも底上げされつづけてい
る状況で今後、どこまで進歩するのか予測できないことにワ
クワクしています。

  スーパーコンピュータや研究への思いを聞かせてください

コンピュータは時々、予想を超えた頭のよさげな振る舞いを
することがあります。自分で書いたプログラムで、1行残らずそ
の動きを知っていたとしても、です。例えば、私がコンピュータ
囲碁の研究をはじめた頃、囲碁の問題集を解かせたところ、
本来の手順と異なる回答が返ってくることがありました。バグ
だろうと思ったのですが、調べてみると実は新しい正解だっ
たのです。当時使っていたたいして性能の高くないノートパ
ソコンが、私の予想を超えてきたときには驚かされました。

このような、「面白いな」という経験を私は
大事にしてきました。また、「かっこいいな」
と思うこと、コンピュータで早く計算をする
ことや難しい問題を解くことに惹かれてき
ました。これからも、自分が面白いと思うテ
ーマを見つけて研究を続けるつもりでいま
す。簡単なゲームではなく、難しいゲームが
解けたとき、勝ったときが楽しいですよね。
そしてそんな「面白い」や「かっこいい」が何
かの役に立てたら、と思っています。

美添 一樹教授

スーパーコンピュータ玄界の前で

ユーザーであり、提供者であるからこそ見えてくる

スーパーコンピュータを生かす難しさと期待感

ービスを提供する側でもあることで、「玄界」の性能を検証し
ながら利用される方たちのフィードバックを受け、さらに高性
能で使いやすいスパコンの提供を目指しています。

  ゲームＡＩに関するアルゴリズムや化合物の探索など

  研究テーマにされているとか

ひと言で表すと、スーパーコンピュータに囲碁を打たせる、み
たいな研究です。また、化合物の探索や遺伝子解析もしてい
ます。これが面白くて、囲碁と化合物は異なる分野ですが、
実はどちらも同じアルゴリズムの応用で解けることがよくあ
るんです。ただ、今のスーパーコンピュータというのは何千個
ものCPUを高速ネットワークにつなげたもので、適切にアル
ゴリズムを設計しないと思うほどの演算速度は発揮しません。
例えば、囲碁のプロ棋士を1,000人集めたからといって、それ
ぞれが勝手に盤面を読んでいたのでは1,000倍早くは打て
ないわけです。そこで棋士同士が、つまりCPU同士がうまく
協力し合えるように、演算速度を高められるようにアルゴリズ
ムを工夫する研究をしています。

  一方で、スーパーコンピュータの運営管理の責任者も

  されているそうですね

はい。九州大学伊都キャンパスに新たに設置され10月より正
式な運用を開始したスーパーコンピュータ「玄界」は、設計か
ら携わりました。さらに、全国の研究組織などが「玄界」を利
用する際、どういう計算をしたいのかなど、要望に合わせて
適切な利用方法やソフトウェアについてアドバイスをするサ
ポートもしています。スーパーコンピュータの性能を生かすに
は、適切なアルゴリズムが欠かせません。利用者でもありサ
ービスを提供する側でもあることで、「玄界」の性能を検証し
ながら利用される方たちのフィードバックを受け、さらに高性
能で使いやすいスパコンの提供を目指しています。










